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「経営戦略 －その１－」
０．企業行動の経済学的分析　　利潤最大化をめざす企業の最適（均衡）産出量は、価格と限界費用が等しくなる水準である。ただし、これは、完全競争企業について成立する命題であって、少なくとも次の４つの条件が仮定されている。
　１）同質の財・サービスを供給している多数の企業が存在する。
　２）財・サービス、生産要素について、どの企業も市場で成立している価格に影響を及ぼすことはない。
　３）どの企業も意思決定に必要な全ての情報を所持している。
　４）取引に費用は一切かからない。
１．経営戦略とは　　企業（組織・部門）がいかに環境変化に適応していくかを将来志向的に示す構想：組織内の意思決定の指針となるもの。
２．経営戦略のいろいろ
・企業戦略（Corporate Strategy）：企業全体にかかわる戦略
・事業戦略（Business Strategy）：個々の事業分野にかかわる戦略
・ドメイン戦略 ： ドメイン（事業領域）設定の戦略
・競争戦略 ： 設定されたドメイン上で競合相手といかに競争するかにかかわる戦略
・機能別戦略 ： 販売戦略、マーケティング戦略、情報戦略、製品開発戦略等々
３．経営戦略の歴史的変遷：各時代の最重要課題は何であったか
◆第１期　チャンドラー（A. Chandler, Jr.）、アンソフ（H. I. Ansoff）の多角化戦略－－ 1960年代　　企業成長の方向付け、事業・製品ラインの多角化、事業部制と長期経営計画
◆第２期　ＧＥ社とＢＣＧ（ボストン・コンサルティング・グループ）のＰＰＭ（プロダクト・ポートフォリオ・マネジメント）等をベースにした、多角化した事業活動の管理のための戦略－－ 70年代
市場成長性と自社のマーケット・シェアーのマトリックス上に各ＳＢＵ（戦略事業単位）をポジショニングすることによる、多角的事業活動への経営資源の配分の合理化
◆第３期　マイケル・ポーターの競争戦略： 各事業分野における競争にかかわる戦略－－ 80年代
　五つの競争要因（競争業者、買い手、売り手、新規参入業者、代替品）
　三つの基本戦略（コスト・リーダーシップ、差別化、絞り込み）
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設問
１．マックとモスの戦略を比較検討しなさい。
２．戦略が重視されるようになった時代的背景について述べなさい。
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